
張 文 盃 ･高橋健治

日本生化学会節46回大会 (1973)

3) ヒト紙毛性ゴナ ドトTlti.ソの精製および特性につい

て

広縦倍共 ･橋本千磁子

張 文 盃 ･高橋 健治

日本生化学会節46回大会 (1973)

4) 敵性ブT]チアーゼの活性部位

高 橋 健 治

日本生化学会第46回大会 (1973)

5) 血絞退薪占の辿皮解析

伊藤道雄 ･西村義久

竹中 修 ･稲田祐二

第̀36回日本血液学会 (1973)

6) カイコ卵の炭水化物代謝-Ⅱ

茄 山 師

第 6回日本発生生物学会 (1973)

幸島野外観察施設

河合 雅雄(北)

串t.TJなめ ぐる眺光Ui1兆や祝光客の増大によって,研兜

フ ィール ドの維持はますます囚経の庇を増している.こ

の聞皿の郎決は兜極的には串由を国有地にする以外にプ)A

法はないので,その共体的措匠について関係当局と接衝

を進めている.

群 れ の 状 況

1)一〆-の地位,群れの社会桝造は安定している｡昨

科 こ拭いて成叫の死亡個体が多く,死亡囚の究明を枚討

LlrC･ある.べど-ほ4mの出産のうち3重民死亡したが,

これは奴光のためにムギな紗 11にまいたので,それなと

りに母ザルが抑 こ入 り,べど-が溺死したものである.

寄生虫が大地に寄生し,強弱個体が目立った｡研究班を

組級し,科学研究費の交付を受けて脊吐出にL掴する研究

を行ない,駆虫 ･予防の対抗を冨推じた.

第1表 48年 度 中 の 出 盛

付親名 謁 ソ 性 出生日 Mi･'･ 考

ツ ガ - 8 5月31日 7月27日死亡

ザ イ ー 9 6月5日 6月10日死亡

サ ツ キ ウシ 8 7月4日

カ キ 一 一 7月7日 死 産

第 2表 48年 度 中 の 死 亡

生年 性 死亡年月日
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昭和48年度における使用経攻の概要はa'f3淡のとお り

である｡ 経常維持熱 ま甚しく不十分で, 増加が 望まれ

る｡なお.ジープの老朽化のため, トヨタ･クラウソ1

缶を犬山の研兜所より移籍した｡

第3表 48年 度 経 費 枕 許

項 日 金 琉 (千円)

ジープ ･ポート維持資 477

鵬 品 代 194

光熱 ･水道 ･磁気代 80

屈話 ･通信焚 113

消耗鼠 (ェサ代を含む) 506

環境整附 140

貸金 (7,8月の島のサル管理) 60

人 件 出 1,413

計 2,983

研 究 概 要

1) 生態学的 ･社会学的研兜

河合雅雄 ･三戸サツヱ1)

山tj直嗣2)･冠地'tX士ylJ3)
前年皮からの継紋で,ポビlレ～シzlソ加RP･.に関する

諸資料を収Jj!した.月一回の体韮測定を淀例化した.自

然食物の較項について季節変化を記録した｡同調査とも

着実な汽料をつみ誼ねている｡社会変動の通年記銀をと

った｡

2) 内部寄生虫に関する研究

8月22日に死亡したメス(ササ)に,多血の内t,Y,寄也虫

が寄生していることを花見｡検便を行なったところ,96

0/Oが虫卵を保有していた｡とくに,多数佃桝 こ円山の氾

皮寄生が見られ,昨年から今年夏にかけての死亡個体糊

大の大きな原囚となっている可能性が弧く,早急な対肌

が望まれた｡そこで科学研究班 (総合A,No.834071)

の交付を受け,寄生虫の駆除と術生問題を含む研究班な

結成してこの対称 こあたった.中間宿主として,門出は

1)教務補佐員

2)文部技官
3)文部技官
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訳食性昆虫,条虫はササラダ二桝,Cあることがわかり,

胴結節虫と究線虫は刑場の土W<が中心呼,打出虫の感染

経路がほぼ判明した｡2nに行なった駅虫の結火および

描出虫の和名の同定は.日下放射小であるO

〔研兜組扱〕

研兜総括 大 沢 済

駆除および予防に関する研究 校 林 清 明

内部呼出血相に関する研究 町 口 昌 明

(国立科学博物館動物研究部)

疫判 '.I･di仏学的研死 dl. 滋

松 林 清 明

抑一止学的研兜 千 菓 敏 郎

8JJT句におこなった駆虫薬投与前の糞便中虫卵検査

(嗣禿97i数7397i)の結果はつぎのとおりである.

虫 卵 名 促有97i数 C/0

松 虫 卵 (TTichuTZ-SSA.) 18 24.8

田 虫 卵 (SEreAtoAhatagussL･.) 69 94.5

糞線 虫 卵 (S/TOIZgJtOl-de∫SL･.) 10 13.5

腸結節虫卵 (Oe∫oPhagosLomzL''ISL･.) 1 1.3

条 虫 卵 (BertEella),他 23 31.5

この結果,調査頭数の960/Oが虫卵を保有していること

がわかった｡

3) 新奇な状況に対する社会的反応に関する耶先

日米科学協力によっ七,E.Tobach(AmericanMuseum

ofNaturalHistory,Curator)と虫伏杓子 (心理研兜部

門)らによって, S̀ocial responsesamong Macaca

/LL∫CaEaJu∫CCLatonovelsituation'のテーマで,協同

研究が行なわれた (心理研究抑 つの現参照)｡

昭和18咋皮に,ホ施設を肌nqあるいは利用した研兜話

は延べ370人である｡

サル類保健飼育哲理施設

Jil･木光枇(派)･-T･:3iliflh郎

_V_介市火 ･松林71')明

前年度苑行年報 (節3番)にあるように.林地没 (略
秤 :サル施設)用の新施設桃 ･枚蛇缶 ･放飼切のfkJ71悠

掛 も 施設切の疑革化を含めて昭和47年皮後半に一応孤

立草れるに至ったo職員の榊成は前年皮どおりであり,

上記教官のほか,技官7名,補助員 3名を含んでいる｡

新施設棟の本格的活用に当っては,なお下水道や沖化川

の椀経の不備の調整,検疫用 ･飼育用ケージの不足呼,

多くの問題が生じたが,充分留意の上,適正な辺川がは

かられた｡

水研兜所へのサルの入荷,本研究所内91映宝で使用さ

れるサルのtJt･約は.すべてサル施設をステーツ壬ソにし

ている｡昭和18咋におけるサルの変動状況の概要は那1

出のとおりである｡サル肌人には,所内における科学研

死沢の一部が充当されており,また,サル川エサはすべ

てサル施設で-T.T;･肌入し,所内へ供給した.

なお,4叫･l･LR即死川サルとしては,サル代 ･エサ代･

共晶代印の物価急毘馴こもかかわらず予詐相加が卿 寺でき

ないため,48的Rより下知るtJも給にならざるを得ないと

懸念されている｡また,47咋7月より,サル施設取貝一

同が世話人となって進めていたサル塚祉設FT]益金の#･金

と紐設は,48年4月25日のサル塚除茶式池びにサル供衣

をもって終了した(建設焚120,000円,式次用30,000円).

第1表 48年 度 サ ル 変 動 状 況

入 荷

種 析 蔽 -｢ 蒜 出産 実験殺 - 磁 竜三義損
〔原 石を〕

ス P - P リ ス 4

オ オ ガ ラ ゴ

〔研tLr界ザル〕

ヨ ザ ル

コモ ソ リスザ ル

ノドIi)pオマキザル

チA-ペイクモザル

〔旧世界ザル〕

カニクイザル (fa) 1 3

ポソネ ットモソキー 1

アカゲザル (m) 104 6 51224
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